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1 はじめに  

本報告では、符号付きグラフの擬一集群化可能性の拡  
張を行う。これまで、符号付グラフの理論は、グラフ内  

の頂点を「意思決定主体」、グラフの辺やそれに割り当  

てられている符号を「主体相互の評価」とみなすこと  

で社会システムの記述に用いられてきた【8］。しかし従  

来は、肯定的な自己評価しか扱われていなかった。つ  

まり、主体は自分自身に対しては肯定的な評価を与え  
ていると仮定されて分析が行われてきたのである。  

現実には、自己に対して否定的な評価を与えている  

主体もいる【9】。そこで、報告では、否定的な自己評価  

も許容した符号付きグラフを扱い、「擬一集群化可能性」  
の概念【10】の拡張を行う0この拡掛こより、より一般  

的な社会状況の記述が可能となり、特に、認定投票方  

式を採用した代表者選択の意思決定状況に関する示唆  

が得られる。  
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3 集群化可能性  

集群化可能性の概念は、「3つ以上」のグループに分  

割できる集団を表すために用いられる。つまり、ある集  

団が「集群化可能」であるというのは、その集団が「3  

つ以上」のグループに分割でき、（1）同一のグループ  

に属する主体は互いに肯定的な感情を持っている。（2）  

異なるグループに属する主体は互いに否定的な感情を  

持っている。ということを満たすことを指す。  

集団内の主体の感情の安定性を論じている研究に  

Newcomb［4】たよるものがある。Newcombは、任意  

に選んだ自分、他者、第三者という3人の主体に対し  

て、（1）自分が他者に肯定的な感情を持っている場合に  

は、自分と他人が持っている第三者に対する意見が一  

致している。（2）自分が他者に否定的な感情を持ってい  

る場合には、自分と他人が持っている第三者に対する  

意見はどのようなものでもよい。ということを満たし  

ている場合、その集団内の主体の感情は安定している  

と考える。  

Inohra［5，10］は、Newc。mbの意味での感情の安  

定性を用いて集団の集群化可能性を特徴付けた。さら  

にInoharat6，10】は、集群化可能性の概念の一般化に  

あたる「擬一集群化可能性」の概念を定義して、認定投  

票方式を用いて代表者を選ばうとしている集団を分析   

している。  

2 分離可能性  

集群化可能性の概念［11は、社会心理学におけるHei－  

derのバランス概念【2］を特徴付けるために用いられた  

「分離可能性」の概念【3】一般化であるo Heiderのバラ  

ンス概念では、任意に選んだ自分、他者、第三者とい  
う3人の主体に対して、（1）自分が他者に肯定的な感情  
を持っている場合には、自分と他人が持っている第三  

者に対する意見が一致している。（2）自分が他者に否定  

的な感情を持っている場合には、自分と他人が持って  
いる第三者に対する意見が異なっている。という条件  
が成立している場合、その集団内の主体の感情は安定  
していると考える。   

CartwrightandHarary【3］は、「集団内の感情が安  
定であるための．必要十分条件は、その集団が分離可能  
であることである」と、Heiderのバランス概念を「分  
離可能性」で特徴付けた。ここで、ある集団が「分離可  
能」であるというのは、その集団が「2つ」のグルー  
プに分割でき、（1）同一のグループに属する主体は互い  
に肯定的な感情を持っている。（2）異なるグループに属  
する主体は互いに否定的な感情を持っている。という  

ことを満たすことを指す。  

4 否定的自己評価  

しかしながら、上記のすべての研究において、「各主  

休は自分自身に対して肯定的な感情を持っている」と  

仮定されている。   

現実には、否定的な自己評価を持つ主体もいるt9】。  

集団の中に否定的な自己評価を持つ主体が存在する場  

合の、HeiderやNewcombの意味での感情の安定性や  

分離可能性、集群化可能性、そして擬一集群化可能性な  

どの概念の間の関係はどのようになっているのだろう  

か。基本的な性質については【11］で研究されている。  

この報告では、特に、否定的な自己評価を許容した場  

合、擬一集群化可能性がどのように拡張されるかについ  

ての知見を紹介する。  
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5 モデル   

本報告の分析に用いる主要な数理的概念は以下の通  

りである。  

定義1（集団）Ⅳ＝（1，2，‥．，m）を主体全体の集合と  

する0任意の盲∈Ⅳと任意のブ∈〃に対して、eiJ  

で、主体盲が持っている主体ブヘの感情を表す。e労  

は「＋」か、あるいは「－」という値のうちいずれかを  

とり、「＋」は肯定的感情、し」は否定的感情を表す。  

任意の壱∈Ⅳに対して、ei＝（eiブ）j∈〃とし、さらに  

e＝（ei）i∈〃とする。集団は、Ⅳとeの組（Ⅳ，e）で表  

される。  □  

定義2（Newcombの安定性）符号付きグラフ（N，e）  

がC⊂Ⅳに関してⅣet〟COmゐの意味で安定であると  

は、任意の盲∈Ⅳと任意のブ∈〃に対して、【［eiJ＝－］，  

またはt∀ブ′∈C，eけ＝eヵ′］】が成り立つ場合をいう。  

⊂】  

定羨3（一般集群化可能可能性）集団（Ⅳ，e）が一般  

集群化可能であるとは、Ⅳ の分割（〟，エ，P）、  

〟 の分割（〟1，A毎，…，〟m）、そして エ の分割  

（エ1，エ2，‥．，エm）が存在して、「Jノ1≦∀た，∀た′≦m，  

∀i∈〟鳥，里∈〟た′，【た＝た′⇔eij ＝＋】，作ノ  

1≦∀J，∀た≦m，∀盲∈ん，り∈〟た，【J＝た⇔eij＝＋】，  

例∀吏∈〟∪エUf），竹∈エUP，eiJ＝－，かつ，〃ノ  

∀i∈P，竹∈〟，eij＝－・を満たす場合をいう。 口  

走轟4（一般擬一集群化可能性）集団（Ⅳ，e）がC⊂  

Ⅳに関して一般擬一集群化可能であるとは、「り符  

号付きグラフ（C，eC）が′C の分割（〟，エ，P）、  

〟 の分割（〟1，〟2，‥．，怖れ）、そして 上 の分割  

（エ1，エ2，…，エm）に関して一般集群化可能であり、作ノ  

Ⅳ＼Cの分割（Q，月）とQの分割（Ql，Q2，…，Qm）が  

存在して、  

J・1≦∀た，∀9≦m，∀五∈〟た，∀ブ∈Q9，【た≠9→  

eiブ＝－】，   

え∀豆∈〟∪エ，竹∈凡eiJ＝，   

β・1≦∀J，∀9≦m，∀盲∈上J，里∈Q9，【J≠9→  

eiJ＝－】，   

イ・∀豆∈P，竹∈Q，eij＝－，   

∂・1≦∀9，∀た≦m，∀豆∈Q9，り∈〟た，【q＝た⇔  

eij＝＋］，   

β・∀豆∈Q，∀ブ∈エリアu月，eij＝，   

7・1≦∀9，∀9′≦m，∀豆∈Q9，竹∈Q9′，【9≠q′→  

eij＝－】，かつ，   

6 分析と結論  

本報告では、擬一集群化可能性の拡張として一般擬一集  

群化可能性の概念を提案した。そして、Newcombの安  

定性との関連として、  

命題1符号付グラフ（Ⅳ，e）がC⊂Ⅳに関して肋び－  

comぁの意味で安定であるとき、またそのときに限っ  

て、（Ⅳ，e）はCに関して一般擬一集群化可能である。ロ  

という命題を得た。詳細については口頭発表で述べる。   
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